
令和 7年度 第 4回 伊佐見小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和 8年 2月 13日（金） 9時 50分から 11時 30分まで 

２ 開 催 場 所  伊佐見小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  伊代田 尚志（学校支援コーディネーター兼任）、古橋 廣一、 

村上 久美子（学校支援コーディネーター兼任）、嶋野 直輝（学校支援コー 

ディネーター兼任）、小粥 裕理、塚本 昌代、古橋 光吉、山本 あすか 

４ 欠 席 委 員    中村 勝信 

５ オブザーバー    鈴木 浩夫（伊佐見協働センター） 

６ 学 校  髙須 祥郎（校長）、辻村 文美子（教頭）、川合 弘志（教務主任）、 

澤木 美加（ＣＳ担当教諭）、間渕 仁美（ＣＳディレクター）  

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 間渕 仁美 

９ 議長の選出 

  第 3回の協議会で決定した通り、山本あすか委員が議長を務めることを確認した。 

10 協 議 事 項   

本年度のまとめと来年度に向けて 

（１）令和 7年度の学校評価結果について 

（２）令和 8年度の伊佐見小学校の学校運営基本方針について 

（３）令和 8年度の教育計画について 

（４）令和 7年度の学校運営協議会の評価について 

（５）令和 8年度の学校運営協議会の取組について 

11 会 議 記 録 

司会の辻村教頭から、委員総数 9人のうち 8人の出席があり、過半数に達しているため、会 

議が成立している旨の報告があった。  

  

（１）令和 7年度の学校評価結果について 

川合教務主任より 2学期の学校評価アンケートの結果中で、第 3回の協議会で扱わなかった

「全体」の項目について説明があり、その中のいじめに関する項目について熟議を行い、委員

からは以下の発言があった。 

   ・保護者の数字が低いのは、当事者でなければ「分からない」を選ぶからではないか。学校

のホームページで「いじめ防止等のための基本方針」を公開しているが見る人は少ないの

で、ブログにリンクを貼るなどしてみたらどうか。（村上委員） 

   ・学校運営協議会の役割は、学校を透明化し、いかにチーム伊佐見にもっていくかだと思う。

そのために、例えば地域の人が学校に来るようなイベントや活動を企画すれば、子供や学

校に関心を持ってもらえ、学校がより良くなるのでは。（小粥委員） 

   ・いじめは本人がそれをいじめと感じるかどうか、という面もあるし、家庭環境なども影響

することがある。早期に対応するに越したことはないが、解決は難しい。（塚本委員） 

   ・悪い言葉を言うと快楽物質が分泌され、気持ち良くなるといわれているが、それは徐々に

エスカレートし、言った本人の脳にもダメージを与えるそう。いじめをすると、そのよう



に自分も傷つくということを、いじめをする前に教えてはどうか。（小粥委員） 

   ・保護者の数字は当事者でないと分からないので低いが、子供たちは 97％が良い評価をして

いる。あとは残りの 2.8%の子たちに声をかけられるように対応してほしい。（嶋野委員） 

   ・保護者や地域はいじめの実態が分からない。いじめの件数や、具体的に学校が何をしてい

るのか知りたい。（伊代田委員） 

   ・いじめは中学生になるとより深刻化すると思うが、小学校と中学校の連携はとれているの

か。中学校から小学校の時の様子について問い合わせはあるのか。（塚本委員） 

   ・いじめは様々なトラブルの中のひとつ。学校はよくやってくれていると思うが、隠れた 

ところにも目を向け、難しいとは思うが 100%を目指してほしい。（古橋廣一委員） 

   ・学校がいじめと思っても、本人は気にしていないということもある。いじめの問題はいろ

いろな要因を含んでいる。6年間で何も起きないという方がおかしい。（古橋光吉委員） 

   ・子供たちから情報を得ることが大事。された方とした方、双方のケアを。（鈴木オブザー

バー） 

   ・社会全体が忙しいが、家庭で子供と会話し、理解しあう時間がもっとあれば。また、いじ

めは社会に出てからも起きる。いじめられた時、いじめてしまった時に支えになるものが

必要だと思うが、学校も地域もその環境が整っていると思う。（山本委員） 

   ・子供も社会の一部で、学校で次の社会へ向かう準備をしている。度を越さなければ社会訓

練ととらえ、神経質にならなくても良いケースもあるのでは。（古橋廣一委員） 

 

（２）令和 8年度の伊佐見小学校の学校運営基本方針について 

（３）令和 8年度の教育計画について 

髙須校長より、令和 8年度の学校運営方針、川合教務主任より、令和 8年度の教育計画につ 

いて説明があり、熟議の後、一同これを承認した。委員からは以下の発言があった。 

・目的、目標、手段がよく整理されたグランドデザインだと思う。（古橋廣一委員） 

・小学校は中学、高校、大学へと続く基礎だが、その基礎が強化されている。（小粥委員） 

 

（４）令和 7年度の学校運営協議会の評価について 

 辻村教頭より、令和 7年度の学校運営協議会の自己評価の結果と自己評価表についての説明 

があり、委員からは以下の発言があった。 

・情報発信については、入学式や参観会で告知してはどうか。来年度のボランティア募集の

予定も早く教えてほしい。（小粥委員） 

 

（５）令和 8年度の学校運営協議会の取組について 

 辻村教頭より、令和 8年度の学校運営協議会の取組について説明があり、委員からは以下の 

発言があった。 

・具体的な熟議の内容が早い段階で分かった方が協議会の活動がはっきりして良いのではな

いか。（古橋廣一委員） 

 

12 報 告 事 項 

村上コーディネーターより、学校支援コーディネーターの活動についての報告があった。 


